
    
 

                    

３年ぶりの開催で～す！    
 

 

障がいのある人もない人も みんなで楽しむ市民のまつり〝ほかほかふれあいフェスタ２０２２″が 

３年ぶりに開催されます！  

 

 

 

 ☆あじさい会館（６階ボランティア活動室） 
   ・要約筆記グループ活動内容の展示 ・車いす体験 

   ・作品展示 

 ☆あじさい会館ホールステージ 
   ・ヒップホップダンス ・チアリーディング ・手話ダンス 

 ☆ウェルネスさがみはら前広場 
   ・バザー ・ミニＳＬ 

・ステージ（車いすダンス・バンド演奏・よさこいソーラン 

大道芸・阿波踊りなど） 

 ☆あじさい会館ロビーでは１０月１２日～１５日の間 
   相模原中央支援学校・相模原養護学校の生徒さんたちの作品を展示しています。 

フェスタ当日のボランティアさんを募集しています！！ 

①広場のテント設営      １０名   ９:00～10:00 ウェルネス前広場 

②ホールの会場準備     5 名   ９:00～15:30 あじさい会館ホール 

③ホールの受付       ２名   12:00～15:00 あじさい会館ホール 

④総合受付・案内      ２名   12:00～15:30 あじさい会館１階ロビー 

⑤展示案内           ２名   12:00～15:30 あじさい会館6 階ボランティア活動室 

⑥広場の補助        ５名   12:30～15:30 ウェルネス前広場 

⑦ホール片付        ５名   14:50～15:30 あじさい会館ホール 

⑧広場のテント片付     １０名   15:30～16:30 ウェルネス前広場   

  当日８:５0 にあじさい会館1 階ロビーに集合してください。担当と進行を確認します。 

   10 月8 日(土)までにご連絡ください。 皆様、お手伝いをよろしくお願いしま～す！ 

＊連絡・問い合わせ先 

相模原ボランティア協会あじさい連絡所 ： 電話 ０４２（７５９）７９８２ 

相模原市社協 中央ボランティアセンター： 電話 ０４２（７８６）６１８１ 

 

                          発行 / ＮＰＯ法人 相模原ボランティア協会 2022年9月21日  
            連絡所 〒252-0236 相模原市中央区富士見 6-1-20 あじさい会館・中央ボランティアセンター内  
     TEL/FAX : 042-759-7982   Eメール : sagamiva@feel.ocn.ne.jp     HPアドレス：http://sagamiva.info/ 
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９月号 
通巻 №４90 

認定特定非営利活動法人 相模原ボランティア協会 

ポスター作成 
さがみはら若者サポートステーション 

１０月１５日（土）１２：３０～１５：３０ 
あじさい会館＆ウェルネスさがみはら前広場 
 

 ほかほかふれあいフェスタ２０２２ 
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（
募
金
活
動
）「
立
ち
上
が
ろ
う
公
民
館
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
 

 
 

 
 

 

被
災
し
た
公
民
館
を
再
建
す
る
た
め
の

募
金
活
動 

（
現
地
へ
）
大
船
渡
支
援 

銀
河
連
邦
の
旅 

 
 

 
 

 
 

実
際
に
行
っ
て
学
ぼ
う
、
食
べ
よ
う
、
つ

な
が
ろ
う 

（
備
え
る
）
簡
易
ト
イ
レ
作
成
と
防
災
学
習
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
山
崎
）

＊
パ
ネ
ル
展
の
今
後
の
予
定 

☆
１０
月
１
日
（
土
）
～
３０
日
（
日
） 

 

ユ
ニ
コ
ム
プ
ラ
ザ
さ
が
み
は
ら 

☆
１１
月
２７
日
（
日
）
～
１２
月
１４
日
（
水
） 

 
 

 
ソ
レ
イ
ユ
さ
が
み 

 

  

動
物
関
連
ク
イ
ズ
で
す
。 

①
烏
賊
に
３
つ
あ
る
も
の
は
ど
れ
？ 

 

㋐
心
臓 

㋑
目 

㋒
口 

 

②
ラ
ク
ダ
の
こ
ぶ
に
は
何
が
詰
ま
っ
て
い
る
？ 

㋐
脂
肪 

㋑
水 

㋒
血
液 

㋓
骨 

③
キ
リ
ン
の
睡
眠
時
間
は
？ 

 

㋐
２０
時
間 

㋑
７
時
間 

㋒
２０
分 

㋓
寝
な
い 

相
模
原
市
役
所
１
階
フ
ロ
ア
左
奥
で
、８
月
２５
日（
木
）

～
９
月
７
日
（
水
）
ま
で
の
２
週
間
に
わ
た
り
９
時
～
５

時
（
最
終
日
４
時
）
の
間
、
パ
ネ
ル
展
が
開
催
さ
れ
た
。

最
終
日
の
午
前
中
に
取
材
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
パ
ネ

ル
が
見
出
し
で
「
あ
な
た
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。
一

緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
の
が
強
く

印
象
に
残
っ
た
。 

今
回
紹
介
さ
れ
て
い
た
団
体
は
次
の
９
団
体
。 

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
緑
の
ダ
ム
北
相
模 

 

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
さ
が
み
は
ら 

・
マ
マ
さ
ん
＋ 

相
模
原
こ
っ
こ
隊 

・
大
船
渡
支
援
相
模
原
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会 

・
一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所 

家
庭
論
理
の
会
相
模
原

・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
相
模
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会 

・
ブ
ラ
イ
ン
ド
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
相
模
原 

・
相
模
原
市
車
い
す
友
の
会 

・
民
間
非
営
利
組
織 

 

最
後
ま
で
良
い
人
生
を
め
ざ
す
会
・
相
模
原 

 

大
船
渡
支
援
相
模
原
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
活
動

を
パ
ネ
ル
か
ら
紹
介
。 

（
学
習
）
３
・
１
１
の
つ
ど
い 

震
災
の
体
験
か
ら
学
ぶ

（
伝
え
る
）
震
災
絵
本
「
ふ
ろ
し
き
づ
つ
み
」 

 
 

 
 

 

子
ど
も
た
ち
に
語
り
継
ご
う
東
日
本
大
震
災

を
！ 

１０月の記念日は？            

小倉義男 

10 月14 日、クマのプーさん原作デビューの日です。

世界中で愛されている「クマのプーさん」の原作が発売さ

れた日（1926 年10 月14 日）を記念日として制定した

のは「ウォルト・ディズニー・カンパニー株式会社」。プ

ーさんとゆかいな仲間達が楽しく 

暮らす100 エーカーの森にちな 

み、環境・森林保護を考える日と 

しているそうです。 

あとは、クマのプーさんといえ 

ば、フィギュアスケートの羽生結 

弦さんですね。      小倉画 

さ
が
み
は
ら
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る 

 
 
 

登
録
団
体
紹
介
パ
ネ
ル
展
開
催
さ
れ
る
！ 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
パ
ネ
ル
も
！ 

【問い合わせ先】 
 さがみはら市民活動サポートセンター 
 相模原市中央区富士見６—６—２３ 
    けやき会館３Ｆ 
 ＴＥＬ・ＦＡＸ ０４２—７５５—５７９０ 
 



                      

査
、
梱
包
ま
で
を
行
っ

て
い
ま
す
。
他
に
も
Ｔ

シ
ャ
ツ
に
独
自
の
デ
ザ

イ
ン
で
プ
リ
ン
ト
製
作

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
販
売
ま
で
行
っ
て
い

ま
す
。
１
６
０
０
種
類

も
の
デ
ザ
イ
ン
は
利
用

者
さ
ん
の
作
品
だ
そ
う

で
す
。
凄
い
数
で
す
ね
。

け
ん
玉
は
、
け
や
き

の
会
の
交
流
部
会
と
し
て
、
け
ん
玉
先
生
の
資
格
を
持
つ
お

二
人
が
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
近
く
の
公
園
な
ど

で
け
ん
玉
教
室
を
開
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
９
月
１７

日
（
土
）
に
地
域
内
の
公
園
で
開
き
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん

に
は
無
理
強
い
す
る
事
な
く
、
や
り
た
い
人
と
一
緒
に
楽
し

ん
で
い
ま
す
。 

３
種
類
の
け
ん
玉
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
玉
が
ラ

バ
ー
加
工
、
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ク
リ
ア
加
工
な
ど
大
会
の
規
定

に
よ
っ
て
も
使
い
分
け
る
そ
う
で
す
。
モ
デ
ル
も
色
々
あ
り
、

コ
ロ
ゾ
フ
モ
デ
ル
（
ア
メ
リ
カ
産
）、
ス
ー
ラ
ボ
モ
デ
ル
（
川

越
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
）、
秋
元

あ
き
も
と

悟
さ
と
る

モ
デ
ル
（
国
産
）
が
あ
り
、

技
に
至
っ
て
は
３
万
種
以
上
も
あ
る
そ
う
で
す
。 

地
域
の
お
祭
り
や
盆
踊
り
な
ど
に
参
加
し
て
、
地
域
の

人
々
に
け
や
き
の
会
を
知
っ
て
も
ら
い
、
好
き
に
な
っ
て
も

ら
う
た
め
の
あ
れ
や
こ
れ
や
の
中
の
一
つ
が
け
ん
玉
で
す
。

と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
二
人
の
け
や
き
愛
と
け
ん

玉
愛
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
け
ん
玉
の
実
演
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
カ 

継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
ブ
レ
ン
ド
を
訪
問
し
ま
し
た
。
サ

ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
鈴
木

す

ず

き

恒 こ
う

介 す
け

さ
ん
と
、
同
じ
け
や
き
の

会
の
第
３
け
や
き
施
設
長
山
田

や

ま

だ

龍
り
ょ
う

さ
ん
も
少
し
離
れ
た
所

に
あ
る
作
業
所
か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
二
人
は
け
ん
玉
が
得
意
で
今
年
１０
月
１５
日
開
催
予
定
の

〝
ほ
か
ほ
か
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
〟
に
、
け
ん
玉
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

 

け
や
き
の
会
は
平
成
４
年
に
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
々
の

家
族
か
ら
障
が
い
が
あ
っ
て
も
通
え
る
場
所
が
あ
る
と
い
い

ね
、
と
い
う
話
か
ら
第
１
け
や
き
作
業
所
、
そ
の
後
第
２
け

や
き
作
業
所
、
第
３
け
や
き
作
業
所
が
で
き
ま
し
た
。
令
和

２
年
に
第
１
、
第
２
が
一
緒
に
な
っ
て
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業
所
ブ
レ
ン
ド
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
第
１
け
や
き

作
業
所
を
主
た
る
事
業
所
に
、
第
２
作
業
所
を
従
た
る
事
業

所
と
し
ま
し
た
。 

全
員
通
所
で
ブ
レ
ン
ド
の
方
は
３６
名
、
第
３
け
や
き
作
業

所
の
方
は
２０
名

で
す
。
知
的
障

害
の
方
も
い
ま

す
。
同
じ
敷
地

内
に
あ
る
配
管

接
続
部
品
等
を

製
作
し
て
い
る

企
業
か
ら
受
託

し
て
組
立
、
検

３種類のけん玉  
左からコロゾフ、スーラボ、秋元悟
の各モデル 

ぼらんてぃあ通信 
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チ
ッ
、
カ
チ
ッ
、
カ
チ
ッ
と
お
二
人
が
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が 

ら
体
を
動
か
し
、
発
せ
ら
れ
る
音
が
気
持
ち
良
く
楽
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
難
し
か
っ
た
ー
。
山
田
さ
ん
は
世
界
ギ
ネ
ス
認
定
証
を

持
ち
、
お
二
人
は
紅
白
歌
合
戦
の
ス
テ
ー
ジ
で
演
歌
歌
手
の

バ
ッ
ク
で
行
っ
た
経
験
も
あ
る
そ
う
で
す
。
今
年
も
参
加
で

き
る
と
良
い
で
す
ね
。 

け
や
き
の
会
は
障
が
い
の
あ
る
方
も
な
い
方
も
地
域
社
会

の
中
で
共
生
し
な
が
ら
学
び
、
働
き
、
育
つ
事
が
で
き
る
社

会
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

（
植
野
、
小
山
） 

 
 

 

＊
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
ブ
レ
ン
ド 

〒
２
５
２
ー
０
３
３
１ 

 

相
模
原
市
南
区
大
野
台
１—

９—

４
９ 

特意のけん玉でポーズ 
山田さん（左）と鈴木さん 

市
内
活
動
グ
ル
ー
プ
訪
問
記 

け
ん
玉
で
地
域
交
流
を
す
る 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
け
や
き
の
会 

№ 490  

♪ 写真には写っていませんが、小さなお子さまから大人まで、 

また家族連れの方々、老若男女の参加で楽しく行われていました。 

未来はけん玉チャンピオン！？ 

皆で楽しくけん玉 
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2022. 9. 21 ぼらんてぃあ通信 

ご寄付をありがとうございました 

皆様のご寄付は当協会の運営に有効かつ大切に

使わせていただきます。 

＜８月の寄付者＞ 

２名の方からご寄付をいただきました。 

＜８月の寄付金＞ 

10,400 円でした。 

 
９
月
１０
日
（
土
）
理
事
会
（
理
事
５
名
出
席
） 

１
、
報
告
事
項 

・
市
社
協
か
ら
助
成
金
が
入
金
さ
れ
た
。 

・
市
よ
り
昨
年
度
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
運
行
で
の
燃
料
費
高
騰
に
対
す
る

助
成
金
が
支
給
さ
れ
た
。 

２
、
委
員
会
報
告 

・
広
報
委
員
会 

 
 

ほ
か
ふ
れ
フ
ェ
ス
タ
を
案
内
す
る
。 

・
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
委
員
会
、
事
務
局
委
員
会 

 
 

１０
月
２９
日
運
転
者
交
流
会
を
開
催
（
傾
聴
委
員
か
ら
何
人
か
参

加
す
る
）。 

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
安
全
運
行
管
理
記
録
表
を
修
正
す
る
。 

・
講
座
検
討
委
員
会 

 
 

来
年
春
の
講
座
を
企
画
し
て
い
る
。
昨
年
同
様
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
見
本
市
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
予
定
。 

・
傾
聴
委
員
会 

 
 

新
規
傾
聴
入
会
者
の
活
動
を
進
め
て
い
く
。 

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
委
員
会 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
分
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
番
組
を
作
成
中
で
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
ア
ッ
プ
す
る
予
定
。 

・
そ
の
他 

１０
月
１５
日
（
土
）
ほ
か
ほ
か
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
す
る
。

（
１０
月
１
日
の
広
報
さ
が
み
は
ら
に
掲
載
さ
れ
る
） 

３
、
審
議
事
項 

・
新
春
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催
の
可
否
は
１１
月
理
事
会
で
決
定
す
る
。

・
役
員
改
選
の
た
め
の
役
員
選
出
管
理
委
員
会
委
員
を
選
出
し
た
。 

次
回
理
事
会
は
１０
月
８
日
（
土
）
１０
時
よ
り 

  

①
は
㋐
の
心
臓
。 

速
く
活
発
に
動
く
た
め
酸
素
が
大
量
に
必
要
な
た
め
心
臓
が

３
つ
あ
る
そ
う
で
す
。
１
つ
が
メ
イ
ン
で
、
残
り
の
２
つ
は

補
助
的
な
心
臓
だ
そ
う
で
す
。 

②
は
㋐
の
脂
肪 

過
酷
な
砂
漠
で
生
き
抜
く
た
め
、
必
要
な
栄
養
素
を
脂
肪
と

し
て
コ
ブ
に
蓄
え
て
い
る
そ
う
で
す
。 

③
は
㋒
の
２０
分 

 

キ
リ
ン
は
立
っ
た
ま
ま
睡
眠
を
と
り
、
立
っ
て
い
る
状
態
で

の
睡
眠
は
仮
眠
と
な
り
ま
す
。
身
体
を
丸
め
て
完
全
に
寝
て

し
ま
う
時
間
は
「
２０
分
」
だ
そ
う
で
す
。 

理
事
会
報
告 

      相模原ボランティア協会 １０月の予定 

日(曜) 時 間 内   容 

２(日) 10:00～ ＨＣ委員会 

７(金) 1４:00～ 講座検討委員会 

８(土) 10:00～ 定例理事会 

１８(火) 10:00～ ＤＶＤ制作実行委員会 

１９(水) 10:00～ 傾聴委員会 

２２(土) 13:00～ 事務局委員会 

２４(月) 13:00～ ぼら通１０月号印刷 

２５(火) 13:00～ ぼら通１０月号発行 

     

   あら ほんと？ 
 森林火災を防ぐため、オーストラリア先住民の人々が復

活させた伝統的手法とは火入れ？植林？放牧？ 

火入れだそうです！ オーストラリア北部の乾期は、４

月から７月までの前半は気温が低く、地面に湿気が残って

います。また、この時期は植物も水分を含み、風が弱く気

温が低いため、火をつけても火勢は弱く、狭い範囲にとど

まります。あらかじめ軽く燃やしておけば、乾期後半に発

生する森林火災の被害が抑えられ、消火できる可能性が高

くなるのです。火をもって火を制する発想は昔からあり、

温暖化で森林火災の頻度も勢いも増すなか、世界中の森林

管理の専門家は火災を管理する伝統的な手法への回帰を

呼びかけているそうです。 

＊ナショナルジオグラフィック ナショジオクイズより 
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９
月
４
日
（
日
）
に
相
模
原
市
総
合
防
災
訓
練
が
あ
り
、
相

模
原
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｓ
Ｓ
Ｖ
Ｎ
・
ボ
ラ

協
は
団
体
会
員
）
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

来
年
は
相
模
原
市
が
九
都
市
県
（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京

都
、
神
奈
川
県
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
千
葉
市
、
さ
い
た
ま
市
、

相
模
原
市
）
合
同
の
防
災
訓
練
の
幹
事
団
体
に
当
た
る
た
め
、

そ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
意
味
も
あ
っ
て
例
年
に
増
し
て
力
が
入

っ
て
お
り
ま
し
た
。ど
の
よ
う
な
訓
練
が
行
わ
れ
た
か
に
つ
い

て
は
市
の
Ｈ
Ｐ
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｓ
Ｓ
Ｖ
Ｎ
の
役
割
は
例
年
の
通
り
市
社
協
と
共
同
で
仮
想

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
こ
と
で
す
。 

朝
７
時
４５
分
に
Ｓ
Ｓ
Ｖ
Ｎ
の
倉
庫
に
集
合
し
、
荷
物
を
積

み
込
み
、
会
場
（
相
模
原
駅
裏
の
相
模
中
央
補
給
廠
跡
）
に
向

か
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
す
で
に
消
防
車
や
救
急
車
、
自
衛
隊

の
車
両
な
ど
が
集
合
し
て
お
り
、訓
練
用
の
土
砂
に
埋
も
れ
た

車
や
家
屋
、
損
壊
し
た
道
路
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
物
々

し
い
雰
囲
気
を
醸
し
て
い
ま
し
た
。市
社
協
と
Ｓ
Ｓ
Ｖ
Ｎ
の
仮

想
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、持
参
し
た
パ
ネ
ル
や

防
災
グ
ッ
ツ
を
展
示
し
た
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
票
と
指
示

書
を
準
備
し
、
自
治
会
の
訓
練
（
消
火
、
避
難
所
運
営
、…

等
）

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
見
立
て
、各
自
治
会
に
指
示
書
を
渡

し
、
終
了
後
報
告
を
受
け
る
と
い
っ
た
簡
単
な
も
の
で
し
た

が
、
実
施
し
て
み
る
と
色
々
な
問
題
点
も
発
見
さ
れ
、
訓
練
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
１
日
で
し
た
。 
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会場の様子です 

相
模
原
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

杉
本
榮
治

 
 

 
 

 
 

 

ボ
ラ
協
は
相
模
原
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
Ｓ
Ｓ

Ｖ
Ｎ
）
の
団
体
会
員
に
な
っ
て
お
り
６
年
ほ
ど
前
か
ら
私
が
派
遣
さ
れ

運
営
委
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ｓ
Ｓ
Ｖ
Ｎ
は
各
市
に
あ
り
、
そ
れ
を
ま
と
め
る
県
の
Ｓ
Ｖ
Ｎ
が
あ
り

ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｖ
Ｎ
は
阪
神
淡
路
大
震
災
を
契
機
と
し
て
組
織
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
そ
の
主
な
任
務
は
社
協
に
協
力
し
て
災
害
発
生

時
に
開
設
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
Ｖ
Ｃ
）
の
立
ち
上

げ
・
運
営
を
す
る
こ
と
で
す
が
、
平
時
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
設
、
Ｓ
Ｓ
Ｖ
Ｎ
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
、
学
校
体
験
学
習
、
市
防
災
訓
練
で
の
疑
似
Ｖ
Ｃ
運
営
、
防
災
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
で
の
ブ
ー
ス
、
自
治
会
の
防
災
訓
練
参
加
、
な
ど

防
災
に
関
す
る
各
種
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

先
日
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
遅
れ
て
い
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
従
来
は
学
校
体
験
学
習
で
行
う
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
よ
る
簡
易

テ
ン
ト
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
あ
る
い
は
三
角
巾
の
使
い
方
が
主
で
し
た

が
、
今
回
は
災
害
が
発
生
し
た
際
の
市
社
協
と
の
連
携
に
つ
い
て
会
員

が
改
め
て
学
習
す
る
目
的
で
市
社
協
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
井
上
氏

に
講
師
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

社
協
で
は
先
の
津
久
井
・
相
模
湖
・
藤
野
地
区
の
水
害
で
の
経
験
を

踏
ま
え
新
た
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
れ
を
資
料
と
し
て

講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
年
温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
各
地
で
水

害
が
発
生
し
て
お
り
、
ま
た
首
都
圏
で
の
直
下
型
地
震
が
近
い
と
報
道

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｖ
Ｎ
と
し
て
も
会
員
の
増
強
を
図
り
、
そ
れ

ら
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
高
齢
化

も
あ
っ
て
、
災
害
が
発
生
し
た
時
動
け
る
人
数
が
減
少
し
て
お
り
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
会
員
の
中
で
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
是
非 

 
加
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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《今月のイラスト 

…２学期が始まったよ！》 
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ボランティア協会 事務局員 募集 
協会の事務局員（ハンディキャブ運行調整などの事務・庶務）と

して活動してみませんか？ 

活動場所：あじさい連絡所 

   あじさい会館２階中央ボランティアセンター内 

 活動内容：週１～２日、１日５時間程度 

  ※ハンディキャブ運行調整などの事務 

  ※特定非営利活動法人の事務処理、運営業務の事務処理など、

簡単なパソコン作業 

  ※些少ですが活動費補助制度があります。 

 連絡・問い合わせ先：協会事務局 ０４２－７５９－７９８２

編
集
後
記 

 

コ
ロ
ナ
・
猛
暑
と
大
変
な
夏
で
し

た
。
よ
う
や
く
虫
の
音
も
聞
こ
え
て
き

て
ホ
ッ
と
し
た
。 

今
日
は
十
五
夜
、
す
す
き
と
団
子
を

飾
っ
て
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
た
い
。 

 

（
杉
） 

ボラ協会員数 / 正会員 115 名 ・ 賛助会員（個人）１ 名 （法人）1 団体 （９月20 日現在 ） 

子 ど も の 居 場 所 づ く り セ ミ ナ ー  学 習 支 援 講 座  

「無料塾ってなあに？」を開催！ 

2022. 9. 21 

連絡・問い合わせ先 

相模原ボランティア協会あじさい連絡所 ： 電話 ０４２（７５９）７９８２ 

相模原市社協 中央ボランティアセンター： 電話 ０４２（７８６）６１８１ 

メール  svc@sagamiharashishakyo.or.jp 

「親世代の収入格差を次世代の学力格差にしないために」をミッションに、無報酬で子どもたちに勉強を

教えるボランティア講師と、支援者からの寄付が活動を支える「八王子つばめ塾」。開設から10 年の節目を

迎え、これまでの歩みを未来につなげるために、あらためて無料塾の意義と可能性について語っていただき

ます。「子どもたちのために何ができるのか」を一緒に考えてみませんか？ 

日 時  令和4 年10 月2 日(日) 午後2 時～4 時30 分  

（午後1 時45 分～受付開始） 

場 所  ユニコムプラザさがみはら セミナールームⅠ 

   （南区相模大野3-3-2 ボーノ相模大野サウスモール3 階） 

講 師  認定NPO 法人八王子つばめ塾理事長 小宮 位之（こみや たかゆき） 氏  

対 象  学習支援に興味のある方40 名（定員になり次第、受付終了） 

申 込  右上の二次元コードを読み取り、専用フォームからお申込みください。 

   ※電話やメールでのお申込みも可能です。①参加者氏名、②電話番号、③在住地区名

を必ずお知らせください。 

 

費用無料！ 

山口尚美画 

北公園も 
曼殊沙華が！ 
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